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欠
員
教
職
員
の
業
務
フ
ォ
ロ
ー
に
係
る

加
算
の
新
設

大
綱
で
は
、
「
育
児
休
業
等
を
取
得

し
た
教
職
員
の
フ
ォ
ロ
ー
に
係
る
加
算

の
新
設
」
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
に
加
え
て
、
「
欠
員
教
職
員
の
業
務

の
フ
ォ
ロ
ー
に
係
る
加
算
の
新
設
（
常

勤
職
員
に
よ
る
代
替
が
行
わ
れ
る
場
合

を
除
く
。
）
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。
該

当
事
由
は
、
病
気
休
暇
、
分
限
休
職
、

配
偶
者
同
行
休
業
、
自
己
啓
発
等
休
業
、

職
員
の
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
免
除

（
公
務
に
よ
る
負
傷
又
は
疾
病
の
場
合

に
限
る
。
）
、
退
職
、
昇
任
、
転
任
、

免
職
、
停
職
、
失
職
等
と
な
っ
て
い
ま

す
。
勤
勉
手
当
の
成
績
率
の
加
算
と
し

て
、
１
０
０
分
の
６
以
内
を
加
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。
実
施

時
期
は
、
２
０
２
６
年
１
２
月
１
日
。

複
数
人
の
業
務
を
フ
ォ
ロ
ー
し
た
場
合

は
、
加
算
割
合
が
１
０
０
分
の
８
を
上

限
と
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
休
暇
の
改
正

取
得
要
件
に
「
特
別
支
援
学
校
も
し

く
は
特
別
支
援
学
級
又
は
障
害
児
通
所

支
援
事
業
所
へ
の
送
迎
」
が
加
わ
り
ま

し
た
。
会
計
年
度
任
用
職
員
も
同
様
に

改
正
し
ま
す
。
実
施
時
期
は
２
０
２
６

年
４
月
１
日
で
す
。

高
校
教
員
、
学
校
事
務
職
員
、
校
務
員
、

給
食
監
理
士
の
適
用
条
例
の
移
管

適
用
条
例
の
変
更
に
よ
り
、
大
綱
に

加
え
て
、
勤
務
時
間
の
割
振
が
変
更
さ

れ
、
週
休
日
の
振
替
可
能
期
間
が
「
４

週
前
、
８
週
間
後
」
か
ら
「
８
週
間
前
、

１
６
週
間
後
」
へ
変
更
と
な
り
ま
す
。

特
別
休
暇
の
結
婚
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
形
成
の
取
得
可
能
期
間
は
「
休

暇
の
期
間
内
の
い
ず
れ
か
の
日
又
は
休

暇
の
期
間
に
連
続
す
る
日
」
か
ら
「
結

婚
等
の
５
日
前
か
ら
結
婚
等
の
６
月
を

経
過
す
る
ま
で
」
と
な
り
ま
す
。
ま
た

産
前
休
暇
の
「
未
消
化
分
は
産
後
繰
り

越
し
可
能
（
多
胎
妊
娠
を
除
き
上
限
６

週
）
」
と
な
り
ま
す
。

高
齢
者
部
分
休
業
で
は
、
週
31
時
間

が
加
わ
り
ま
す
。
同
様
に
暫
定
再
任
用

及
び
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

の
勤
務
条
件
等
に
週
31
時
間
、
１
日
７

時
間
45
分×

週
４
日
が
加
わ
り
ま
す
。

勤
務
時
間
の
割
り
振
り
変
更

小
中
特
支
学
校
教
員
の
「
公
務
の
運

営
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に
お

い
て
、
宿
泊
行
事
で
な
く
て
も
、
勤
務

時
間
の
割
振
を
変
更
す
る
場
合
、
週
休

日
の
ほ
か
に
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な

い
日
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
小
学
校
で
前
期
終
了
前
に
、

成
績
付
け
な
ど
で
１
日
２
時
間
、
３
時

間
、
３
時
間
と
超
過
勤
務
を
行
っ
た
。

そ
の
場
合
に
、
前
期
と
後
期
の
間
の
学

校
閉
庁
日
に
年
休
で
な
く
、
こ
の
割
り

振
り
変
更
で
休
む
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

そ
の
他
の
変
更

高
校
だ
け
で
な
く
、
小
中
特
支
学
校

の
事
務
職
員
等
も
勤
務
の
割
り
振
り
変

更
、
週
休
日
の
振
替
可
能
期
間
、
結
婚

等
休
暇
取
得
可
能
期
間
、
産
前
休
暇
の

未
消
化
分
の
産
後
繰
り
越
し
、
育
児
時

間
の
取
得
単
位
、
高
齢
者
部
分
休
業
、

暫
定
再
任
用
及
び
定
年
前
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
も
同
様
に
変

更
さ
れ
ま
す
。

北
九
州
市
で
働
い
て
よ
か
っ
た
と
思
え

る
環
境
を
目
指
し
て

全
教
北
九
州
は
引
き
続
き
、｢

北
九
州

市
で
働
い
て
よ
か
っ
た
。｣｢

退
職
ま
で

北
九
州
市
で
働
き
続
け
た
い
。｣

と
誰
も

が
実
感
で
き
る
職
場
環
境
を
目
指
し
て

交
渉
を
続
け
ま
す
。
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これで教員の長時間労働と教職員不足が解消される？

山
田
弾
薬
庫
③

（
小
倉
北
区
）

朝
鮮
戦
争
休
戦
後
山
田

弾
薬
庫
の
活
動
は
下
火
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
ア
メ

リ
カ
が
ベ
ト
ナ
ム
に
大
規

模
な
軍
事
介
入
を
始
め
る

と
活
動
が
活
発
に
な
り
ま

し
た
。
弾
薬
庫
は
米
空
軍

の
管
理
下
で
板
付
空
軍
基

地
（
現
福
岡
国
際
空
港
）

の
弾
薬
庫
の
役
割
を
担
い

ま
し
た
。
周
辺
の
宅
地
化

が
進
ん
だ
こ
と
で
、
白
昼

堂
々
と
爆
発
物
を
輸
送
す

る
光
景
は
住
民
に
深
刻
な

不
安
と
恐
怖
を
与
え
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
全
国
で

高
ま
り
を
見
せ
て
い
た
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
に
対
す
る
反

対
運
動
に
、
山
田
弾
薬
庫

返
還
運
動
が
加
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

学
生
や
青
年
労
働
者
が

先
頭
に
立
っ
た
返
還
運
動

は
広
が
り
を
み
せ
、
１
９

６
８
年
に
は
港
湾
労
働
者

に
よ
る
米
軍
の
弾
薬
荷
揚

げ
を
拒
否
す
る
ス
ト
ラ
イ

キ
、
南
小
倉
駅
付
近
で
座

り
込
み
に
よ
る
弾
薬
列
車

の
運
行
阻
止
が
あ
り
、
最

終
的
に
は
市
議
会
も
返
還

要
求
を
決
議
す
る
に
い
た

り
ま
し
た
。

度
重
な
る
妨
害
と
世
論

を
受
け
米
空
軍
は
70
年
に

弾
薬
庫
閉
鎖
を
決
定
、
72

年
２
月
15
日
に
日
本
へ
返

還
し
ま
し
た
。

北
九
州
の
戦
争
遺
跡

２
０
２
５
年
度
給
与
改
定
交
渉
最
終
提
示

今
年
度
の
給
与
改
定
交
渉
で
は
、
９
月
25
日
（
木
）
か
ら
15
回
の
話
し
合

い
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
今
回
処
遇
改
善
と
し
て
提
案
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ

る
給
特
法
関
連
の
提
案
は
、
「
こ
れ
が
教
員
の
長
時
間
労
働
と
教
員
不
足

解
消
」
と
な
る
の
か
、
は
な
は
だ
疑
問
の
残
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
も
掲
げ
て
い
た
「
常
勤
講
師
の
２
級
適
用
」
「
会
計
年
度
任
用
職

員
の
更
新
上
限
の
廃
止
」
「
事
務
補
助
未
配
置
を
元
に
戻
す
」
は
今
年
も

実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
総
務
省
通
知
、
国
会
で
の
文
科
大

臣
答
弁
、
他
都
市
の
状
況
等
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
実
現
に
向
け
あ
ゆ
み

は
止
め
ま
せ
ん
。
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第
34
回
全
国
女
性
教
職
員
学
習
交

流
集
会
は
11
月
８
日
９
日
の
両
日
、

神
奈
川
県
内
で
開
催
さ
れ
、
現
地
と

オ
ン
ラ
イ
ン
あ
わ
せ
て
に
二
日
間
で

の
べ
２
９
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

８
日
の
全
体
会
で
は
、
現
地
実
行

委
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
日
頃
が
ん
ば
っ

て
い
る
全
国
の
み
な
さ
ん
に
、
癒
し

を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
、
手
作
り

の
レ
イ
ン
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
波
の
音
を

再
現
し
な
が
ら
、
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
ヨ
ガ
」
の
実
演
で
始
ま
り
、
動
画

に
よ
る
各
組
織
の
活
動
紹
介
、｢

日

本
子
ど
も
を
守
る
会｣

会
長
の
増
山

均
さ
ん
（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）

に
よ
る
講
演
「
子
ど
も
た
ち
が
し
あ

わ
せ
に
生
き
る
学
校
・
社
会
を
」
が

あ
り
ま
し
た
。

｢

働
き
方
改
革｣

と
言
わ
れ
、
私
た

ち
の
労
働
条
件
を
改
善
す
る
こ
と
は

大
事
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
削
れ
な
い
こ
と
ま
で
、
削
っ
て
い

な
い
か
、
子
ど
も
た
ち
の
力
を
信
じ
、

子
ど
も
た
ち
が
幸
せ
に
な
る
た
め
に

私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と
は
何
な
の
か
、

改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

９
日
は
１
講
座
、
４
分
科
会
、
２

見
学
（
ど
ち
ら
も
横
浜
市
内
）
分
科

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
季
節
の
変

わ
り
目
で
体
調
も
下
が
り
気
味
で
し

た
が
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
と
と
も

に
各
地
の
経
験
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

た
く
さ
ん
の
元
気
を
も
ら
う
二
日
間

と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
と
と
も
に
未
来
へ
生
き
る

11
月
８
日
、
９
日
、
神
奈
川
県
で
「
第
34
回
全
国
女
性
教
職
員

学
習
交
流
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
三
百
余
名
の

参
加
が
あ
り
、
全
教
北
九
州
か
ら
も
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

11
／
８
・
９

第
34
回
全
国
女
性
教
職
員
学
習
交
流
集
会
in
神
奈
川

11
月
14
日
（
金
）
小
倉
北
区
で
小

学
校
の
算
数
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
せ

ん
せ
い
の
学
校
『
算
数
の｢

壁｣

を
未

来
を
ひ
ら
く｢

扉｣

に
』
を
開
催
し
、

組
合
員
で
な
い
先
生
方
も
含
め
て
12

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
役
は
数

教
協
（
数
学
教
育
協
議
会
）
会
員
の

組
合
員
が
つ
と
め
ま
し
た
。

一
つ
目
の
扉
は｢

１
年
生
の
算
数

は
、
量
で
十
進
位
取
り
記
数
法
を
理

解
さ
せ
る
こ
と｣

の
大
切
さ
で
す
。

５
の
合
成
と
分
解
、
10
の
合
成
と

分
解
の
学
習
の
指
導
、
位
取
り
記
数

法
を
実
際
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
動
か
す
こ

と
で
理
解
さ
せ
る
指
導
、
正
方
形
の

１
を
基
に
、
十
、
百
、
千
、
万
の
大

き
さ
を
つ
く
り
、
量
の
違
い
で
数
の

大
き
さ
を
実
感
さ
せ
て
い
く
指
導
な

ど
、
教
具
の
工
夫
や
ゲ
ー
ム
の
要
素

を
取
り
入
れ
な
が
ら
楽
し
く
学
習
し

て
い
く
実
践
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

二
つ
目
の
扉
は
、｢

分
数
の
意
味

と
計
算｣

で
す
。

今
の
学
習
指
導
要
領
で
は
２
年
生

か
ら
分
数
の
学
習
が
始
ま
り
、
つ
ま

ず
く
ポ
イ
ン
ト
が
い
く
つ
も
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
た
だ
計
算
の
仕
方
の

理
解
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か

り
量
を
も
と
に
分
数
を
指
導
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
と
い
う
こ
と
で
、
教

具
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

教
具
を
作
る
の
は
時
間
が
か
か
り

ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
算
数
へ
の

理
解
が
深
ま
る
と
思
え
ば
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
な
り
、
一
度
夏
休
み
に
ま

と
め
て
作
っ
て
お
け
ば
そ
の
後
何
十

年
も
使
え
る
と
い
う
話
は
、
新
た
な

視
点
と
な
り
ま
し
た
。

教
職
員
組
合
は
、
教
職
員
の
勤
務

条
件
や
子
ど
も
た
ち
の
教
育
条
件
の

改
善
に
か
か
わ
る
要
求
を
ま
と
め
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
保
護
者
や

地
域
の
み
な
さ
ん
と
も
協
力
し
な
が

ら
運
動
し
、
国
や
自
治
体
と
交
渉
す

る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

教
職
員
の
力
量
を
た
か
め
る
た
め
に

互
い
に
学
び
あ
う
こ
と
も
、
大
切
な

役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

全
教
北
九
州
は
、
全
国
規
模
の
研

修
等
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
と
と

も
に
地
元
で
も
学
習
会
を
開
催
し
、

組
合
の
内
外
に
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

11
／
14

全
教
北
九
州
・
共
済
会

｢

せ
ん
せ
い
の
学
校｣

二
つ
の
扉
か
ら
算
数
の
ツ
ボ
を
学
ぶ

４
月
に
育
休
か
ら
の
復
帰
を
し

ま
し
た
が
、
第
二
子
が
保
育
園
入

園
式
翌
日
に
発
熱
。
そ
こ
か
ら
治
っ

て
も
す
ぐ
に
次
の
病
気
を
も
ら
っ

て
き
て
、
４
月
と
５
月

は
登
園
し
た
の
は
ご
く

わ
ず
か
と
い
う
状
況
で

し
た
。

｢

こ
れ
で
子
育
て
支
援
休
暇
は
使

い
果
た
し
年
休
す
ら
な
く
な
る
！｣

と
の
危
機
感
で
、
病
児
保
育
に
預

け
る
決
断
を
し
ま
し
た
。
病
気
の

時
は
自
宅
で
休
ま
せ
て
あ
げ
た
い
、

慣
れ
な
い
場
所
に
預
け
て
大
丈
夫

か
、
と
不
安
は
山
ほ
ど
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
看
護
師
さ
ん
と
保

育
士
さ
ん
に
よ
る
体
制
、
病
院
や

薬
局
と
の
連
携
、
病
気
や
年
齢
に

よ
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、
万
全
の

体
制
が
あ
る
こ
と
に
安
心
し
ま
し

た
。
し
か
も
無
料
で
す
。

病
児
保
育
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
な
ど

預
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
病
気
も
あ
り
ま
す
し
、

受
入
れ
人
数
の
制
限
も

あ
り
ま
す
が
、
仕
事
と
子
育
て
を

両
立
さ
せ
る
う
え
で
大
き
な
味
方

で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

現
地
参
加
者
の
集
合
写
真

助
か
っ
て
い
ま
す
、
病
児
保
育


